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新生代は噛乳動物の発展によって特徴づけられる地質時代である｡地球上の地域的な自然環

境などのちがいは,哨乳動物群のなかにいちじるしい地域的な特性をもたらせている｡

東南アジアは,生物地理学的に,イン ド,中国南部 とともに東洋区 (OrientalRegion)に

ふ くめられる｡東南アジアの新生代晴乳動物相の変遷のアウ トラインは,つねにインド,中国

南部の動物群との かかわりのうえに成 り立っている｡ だから,ここで 東南アジアというとき

は,特別のことわりがないかぎり,イン ド,中国南部もふ くめた地域をさすことにする｡

過去の生物相の変遷の研究は,化石の資料にもとづいてなされる｡東南アジアでは,どの地

方からおもに晴乳類の化石が集められており,どのように研究が進められてきたかを整理 し,

今後にのこる大きな問題点となっているのは何かをまとめてみたい｡

Ⅰ 東南アジアの古脊椎動物学

東南アジアの古脊椎 動物の研究は,1820年代に, イギ リスの植民地 イン ドではじめられ,

H.Falconerの古典的な脊椎動物化石のモノグラフ FaunaAntiquaSivalensisが出版された

のは1849年であった｡Ch.Darwinの TheOriginofSpeciesが出版される10年前である｡

生物学の源流には,生物的自然の秩序をもとめる博物学と,人間中心の研究から発展 した医

学の二つがみられるといわれている｡18世紀の後半には,動物界全体にわたる博物学的興味に

もとづいた比較解剖学が発達し, 比較解剖学を基礎にして,フランスの G.Cuvierが晴乳頓

の化石の研究で古生物学の研究の方法を明確にした｡

地質学の分野では,W.Smithなどがうちたてた層序学を基礎に,近代地質学の地歩を確立
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させたといわれる Ch.Lyellの ThePrincipleofGeologyが1830年に出版されたoFalconer

がイン ドで研究を はじめたのは, この時期にあたる｡ 近代生物学が 発展 してゆ く過渡期であ

る｡

19世紀は,ヨーロッパ諸国が,アジア,アフリカで植民地政策を強化 してゆ く時期である｡

地質学が進歩 して,植民地の地下鉱産資源の開発の必要が高まると,現地に地質調査機関が開

設されはじめた｡ まずオランダ領東イン ドの Bandungに1850年に,DienstvandenMijn-

bouwinNederlandsch-1ndieafdeelingOpsporingsdienst(TheGeologicalSurveyofthe

NetherlandsEast-indies)が創設され, イギリス領イン ドでは,Calcuttaに1856年に The

GeologicalSurveyoflndiaが設立されている｡ それ以後は地質調査所が地質学, 古生物学

の研究の拠点となった｡

はば時期をおなじくして1859年に,DarwinのTheOriginofSpeciesが出版されて,生物

学界に進化学的思想が普及 しはじめた｡生物分類学の分野では,生物相互の系統的類縁関係を

反映するものとしての自然分類法が確立されていった｡

進化学的思想がひろまると, ヒトの祖先の存在についての問題が,新たに興味の対象となっ

てきた｡東南アジアの古脊椎動物学は, この間題を解決するためにはらわれた努力の過程で,

大きく進歩 したところに特色がある｡

ⅠⅠ イ ン ド

イン ド (パキスタンもふ くむ)の新生代層は,Karakoram,Himalaya山系の西南地方 と,

イン ド中部の Narbada渓谷に そってとくに 発達 していて, 多量の晴乳類 化石をふ くんでい

る｡北イソ ドの陸成新生代層は一括 して,SiwaliksSeries*と呼ばれ,19世紀以来,晴乳類化

石 とともに研究されてきた｡新生代層の地質時代幅が長 く,晴乳類化石が豊富であるところか

ら,東南アジアの新生代晴乳動物相のスタンダー ドになっている｡

1. Falconerの研究

イギ リスによって植民地化されたイン ドでは,18世紀 ころから軍人によってイン ド奥地,と

くにHimalaya地方へ探検がおこなわれており,Himalaya山系の前山にあたるSiwalikHills

紘,化石骨がとれることで有名になっていた｡

H.Falconerは,1829年に EdinburghUniversityで M.D.の学位を得ているが,Edin-

burgh在学中に博物学-の興味をうえつけられたといわれる｡44)Edinburghでは,Darwin,

*HSiwalikHills日は,一般に,Himalaya山系の前山をさす用語として使われている｡最初,班.Falconer
によって,地理学的な意味で, `̀SewalikHills"と呼ばれた｡ この地方の化石包含層に対してほ,"Si-
waliks"という名称が与えられた｡その後,Punjab州の SaltRangeから,‥Siwaliks"よりも古い時
代の化石をふくむ地層が発見され,その地層もふくめて,`̀Siwaliks‥が,層序学的な意味でもちいられ
るようになった｡
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図 1 イ ン ド ･ビ ル マ 地 方 概 念 図

R･Owen とほぼ同期である｡彼は,1830年に Calcuttaの TheHon.EastlndiaCompany's

Service の AssistantSurgeon となって イン ドに渡 り, 古生物学の現地調査をはじめた｡

SiwalikHills周辺をおもに調査 して, ぱ く大な量の捕乳粗化石を採集 している｡彼は,イギ

リス軍の博物学に興味をもっている将校 と共同で調査をすることが多 く, とくに当時の Cap-

tain,P.T.Cautleyの援助は大きかった, イン ド奥地-の旅行は,そのころ,軍の協力がな

ければ容易ではなかったという事情 もあったのだろう｡Falconerは, 化石の研究を,現在ア

ジアに棲んでいる動物 と比較することによってすすめていたっ44)イン ドにいては,ヨ-ロヅ パ

の化石資料を参考にすることが困難であったか らである｡

イギ リスに帰国後,Falconerは, これまでの研究をまとめた FaunaAniiquaStualensisを

出版 した｡45) 彼の研究は, 博物学的分類をめざした 比較解剖学的 研究であって, 系譜の上で

は,Cuvier,Owenの流れを くんでいる｡ 動物の系統的類縁関係の解明を主にした研究は,そ

の後にもちこされるかたちとなったが,Falconerの研究は, アジアの古脊椎動物学のあきら
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かな出発点となった｡

2. Lydekkerから Pilgrim

1856年に Calcuttaに設けられた TheGeologicalSurveyoflndiaが Falconerの研究を

ひきついでいった｡R.Lydekkerは Punjabの SaltRangeにも SiwalikHillsの地層に相

当する堆積物があることを認めた｡彼は,SaltRangeの化石群を,SiwalikHillsのものの直

接の祖先型にあたると考え, さらに Narbada地方の化石群を,SiwalikHillsのものと比較

して研究をすすめた｡70-100)

20世紀に入って, 同調査所の Superintendent,G.E･Pilgrim によって, 北イン ドの陛成

新生代層序が確立された｡SiwalikHillsと SaltRangeの堆積物は, ことなった時期に堆乾

したものだが,Himalaya造山運動にともなう一連の陸成堆積層であり,そこから発見される

哨乳動物相には,あきらかにことなる三つの段階があることを Pilgrim は認め,Siwaliksの

晴乳動物相の sequenceを完成 した｡116-133) (表 1)

表 1 Pilgrimのうちたてた SiwalikSeriesの sequence

UpperSiwaliks

MiddleSiwaliks

LowerSiwaliks

BoulderConglomeratezone
Pinjorzone
Tatrotzone

DhokPathanzone
Nagrlgone

Chinjizone
Kamlialzone

SiwaliksSeriesは,岩相によって地層を紹介することがむつかしく,地層にふ くまれる化

石の資料を基礎にして区分されなければならない｡Pilgrim が区分 したものは,faunalhori-

zonないし ZOneと呼ばれるものにあたるol)Pilgrim 以後の研究は,この sequenCeを基準

にしてすすめられるようになった｡

3. AmericanMuseum ofNaturalHistoryのグループ

Pilgrim の研究をさらに発展させたのは,アメリカの研究者たちであったOアメリカがアジ

アで古脊椎動物学上の研究にのり出したのは,1910年代の後半から20年代にかけてである｡そ

の中心勢力は AmericanMuseum ofNaturalHistory であるが, この時期は, American

Museum の古生物学的研究の基盤ができあがったときと一致 している｡1907年から1908年に,

エジプ トの Fayum で晴乳類化石の大発掘を手がけた AmericanMuseum の古生物学者 H.

F.Osbornは,世界中の晴乳類化石を AmericanMuseum に集める事業にのり出した0

1922年に,B.Brownによる TheSiwalikHillslndiaExpeditionoftheA.M.N.H.が

イソ ドに派遣され, 多量の Siwaliksの晴乳煩化石がアメリカに送 られた｡4) 1922年は,アメ
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1)カの中央アジア探検隊が蒙古で活動を開始 した年である｡ この結果, アメリカの Siwaliks

のコレクションは,Falconerと Cautleyが集めた BritishMuseum (NaturalHistory)や

Lydekkerと Pilgrim が集めた TheGeologicalSurveyofIndiaMuseum のコレクション

と肩をならべるようになった｡

AmericanMuseumのW.D.Matthewは,この資料の整理 と研究をはじめるにあたって,

まず,1926年から1927年に, Calcutta と Londonにある Siwaliks化石のタイプ ･コレクシ

ョンを実地に研究 し,これまでの研究の再検討にのり出した｡102) AmericanMuseum では,

Presidentの Osbornを中心に,生物進化論を古脊椎動物学の見地から実証する研究をすすめ

ており,Matthewはウマの仲間を中心に研究 していた｡101)彼は,1929年に,Siwaliks化石の

今後の研究の進め方の指針を与える論文を発表 した｡102)

イン ドの化石動物相を,新生代層序のスタンダー ドにされているヨーロッパのものと対比す

る場合には,二通 りの方法論が考えられる｡その一つは,ある時代の動物相の一般的相互類似

性から,直接に対比する方法である｡Pilgrimはこの方法をとった｡122) 他の一つは,あきらか

に他生移住 と考えられる動物の移動の時期におもに注意をはらうものである｡たとえばウマの

仲間が進化 した中心地はつねに北アメリカにあって,各時代のグループは,アメリカからユー

ラシアに移住 していったのである｡だから,ある特定のウマのグループのヨーロッパとイン ド

への到達の時期ははばおなじだと考えるのである｡ MattheW は,ウマとラクダの仲間を中心

にして考察 し,Pilgrim とはことなる決論に達 した｡102'

4. Colbertの研究

Brownが集めた資料の研究は,Matthew の死後, 他のメンバ-にひきつがれ, 長鼻 目は

Osbor･nに, 霊長 日, とくに Dryopilhecusの仲間は W.K.Gregory に, ウシ科のものは

Pilgrim に, 他の哨乳質の グループは E.H.Colbertによって 研究されていった｡ Colbert

は1931年から1932年にかけて,BritishMuseum の Siwaliksのコレクションを実地に研究 し

てか ら, AmericanMuseum の資料の整理にとりかかったっ Colbertのこの研究は1935年に

まとめられ15-21),それ以後,彼は東南アジアの古脊椎動物学の中心的存在になってゆ く〔

Matthew は Siwaliksの 3大区分された 動物相を, ヨーロッパと北アメリカの動物相に対

比 した｡102) Colbertは,細分された各 zoneの動物相を他の地域のものと比較することによっ

て,Siwaliksの動物相の性格を明確にしていった｡21)彼の決論は,Siwaliksの動物相にはレ

リク トの集合がみられるので,層序のうえではレリク トの動物群がしめすみかけの位置 より,

進んだ段階にあることが多い｡SiwaliksSeriesの堆積時期については,動物相の一段的類似

性にもとづいて考察するよりも,他の地域から他生移住 してきた動物の出現の時期にもとづい

て考察するほうが実際的である,というものであった｡21) (表 2)

この結論は, Matthew が Siwaliksの動物群にいだいていた 基本概念 と一致するものであ
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表2 ウマ科の進化とその移住の時期から考えた SiwaliksSeriesの対比表 (Colbert原図,1935)
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る｡Colbertはその後, 1938年 と1943年にビルマの晴乳類化石を, 1940年に 南中国雲南の,

1953年に 四川の 晴乳類化石の 研究を 発表 している｡ これ らの 研究の基礎 となって いたのほ

Siwaliksの動物群の研究であった｡

5. Lewisの見解

Matthew,Colbertの研究は, 晴乳類化石の解析を中心 としたもので,現地の地質調査をと

もなったものではなかった｡ 地質学的な資料は, おもに Pilgrim が研究 し,発表 したものに

もとづいていた｡

1932年の TheYaleNorth-IndiaExpeditionで SiwaliksSeriesの地質調査をした G･E･

Lewis28)が, 1937年に, 自己の調査結果に もとづいて,SiwaliksSeriesの対比をおこなっ

た｡68) 彼は, DhokPathanZone と TatrotZone,PinjorZone と BoulderConglomerate

zoneの問に大きな堆積欠如を認めている｡Lewisはこの論文で,faunalzoneに区分されて
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いた SiwaliksSeriesを,rockunitsを中心に考えるformationごとに区分 しなおしている,

従来の zOneは, 新たな各 formationにおおよそ一致するが,BoulderConglolnerateZone

は TawiFormationと呼び変えられ,TatrotZone と PinjorZoneがひとまとめにされて

TatrotFormation と呼ばれている｡表に,Falconerから Lewisにいたるまでのあいだに,

SiwaliksSeriesが どのように対比されてきたかを示 した｡(表 3)

6. deTerraの研究

Pilgrim によって Post-Tertiary と一括 して呼ばれていた段丘堆積物の解析が,YaleUni-

versityの地質学者 H.deTerraによってすすめられた｡deTerraは1927-28年に, ドイツJj

DerDr.TrinklerschenZentralasien-Expeditionに加わって Karakoram周辺の地質学的調

査をおこなった｡彼はこの探検で,地質学 と生物学が協力して野外調査活動をする可能性に確

信をいだ くようになった｡49)主 として第四紀の造構造運動にともなって形成された Himalaya

山系の湖沼,河川の生物相に,それ ら湖沼などの形成時期のちがいがおよばす影響について調

査する構想が練 られた｡ deTerraを隊長に,YaleUniversityの生物学者 E.G.Hutchin-

son,おなじく地質学者の G.E.Lewisを加えた TheYaleNorthJndiaExpeditionが組織

されて,1932-33年に Kashmirの SaltRangeを中心に調査がおこなわれた｡28,38)

この探検のときに deTerraは,Punjab州の Soan渓谷に沿う upperPleistoceneの段

丘堆積物の中から旧石器をみつけた｡deTerraは,ヒトの阻先およびその文化 と,Himalaya

氷河の形成などにまつわる地質時代 との関連に,新たな問題意識をいだきはじめた｡30)

ヨ-ロッパ,ジャバの化石人類につづいて,1920年代に Australopiihecus,"SinanihropusH

が発見されて, ヒトの阻先の 存在についての 認識が高まりつつあった｡deTerraの inter-

disciplinaryな調査研究-の指向性は,第四紀地質学 と先史学 との結合-と発展 していった｡

彼は,北イン ドの第四紀の地質構造発達史の解明と,第四紀のヒトの文化遺物の集中的採集を

めざして, 1935年に TheYale-CambridgeIndiaExpeditionを組織 した｡30-34,39-41) 隊員に

は CambridgeUniversityの地質学者 T.T.Paterson,北京の CenozoicResearchLabora-

toryで地質学, 古生物学, 考古学の 研究をしている P.TeilllarddeChardin を加えて,

Kashmir,Punjabを中心に調査をおこなった, この探検隊は, 前回にひきつづいて霊長 目の

化石の採集に力を入れ, とくにヒト化の 問題から Dryopithecusの仲間の 研究に 重点をあて

たoYaleUniversityの霊長 目化石の研究の伝統は,戦後もひきつがれている｡140)

Himalayaの氷河 と地殻変動によって形成された Soan渓谷の段丘を,deTerraは 5面に

識別 して,Siwaliksformationsとの関連をあきらかにするとともに,それら段丘堆積物から

旧石器を多量に 発見した｡ ヒトの文化は, Himalayaの第二氷期ないし第二間氷期にあたる

middlePleistoceneから,upperPleistoceneにまでみられると考えられ,石器の多 くの部分

は,chopper-choppingtoolsと呼ばれるものにふ くまれるっdeTerraは Soan渓谷で発見し
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瀬戸口:東南アジアの噛乳動物相の変遷についての研究情況と今後の課題 (Ⅰ)

た旧石器文化に,SoanCultureという名をあたえた｡30) 文化の系統は, ‥Sinanthro♪us‥に

ともなって発見された北京の石器類 とおなじものに属すると考えられ105,106), 地質時代 もほぼ

おなじであるから,SoanCultureのにない手が ‥Sinanihropus= とおなじ仲間であろうと予

想 されている｡しかし,Soan渓谷からは,第四紀のヒトの祖先の化石は発見されていないっ

deTerraの東南アジアでの地質学的研究は, 先史学の分野 との結びつきを強めて,ビルマ

でさらに発展 してゆ く｡

7. 第二次大戦後の研究

世界戦争がはじまると, 野外調査活動は中断され, それまでに 蓄積されてきた 資料uj整理

と,その再評価がなされる時期に入った｡

まず,H.L.Movius,Jr.が,1944年 と1949年に北イン ドの旧石器文化をまとめた報告を出

し105,106),ついで,Patersonが1962年に SoanCultureの報告を出版 した｡115)

一方,SiwaliksSeriesb時代論が,Colbert,D.A.Hooijer,G.H.R.YonKoenigswald

らによって展開されていった｡時代論のなかで, とくに大きな意見の対立 となっている点につ

いては,のちにのべる｡

Narbada渓谷の動物群は,Siwaliksの BoulderConglomerateZoneとはほおなじ時期,

したがって middlePleistoceneのものと考えられてきた｡A.P.Khatriは,Narbada渓谷

ぞいに tlpperPleistoceneの地層を認めているっだから,動物群の解析 も,検討 しなおす必要

があることを,彼は強調 している｡56-62'

YaleUniversityの Simonsのグル-プは, 化石霊長 目の研究をすすめている｡140'1968年

に TheJointYaleUniversity-PunjabUniversityExpeditionが SiwalikHillsに派遣され

て,霊長 日の化石の採集をおこなっている｡地質時代を通じてのヒトの進化の解明に主眼をお

く,霊長 冒全体の進化の問題にとりくんだ研究である｡この隊は,Plioceneの DhokPathan

Zoneから Gigantopithecusの下顎骨を手に入れた｡140' GiganioPilhecusはこれまで,中国南

部の広西の middlePleistoceneの洞窟堆積物から発見されていただけであった｡

霊長 日の研究にテーマをしぼった Simonsのグループに,今後の成果が期待される｡

ⅡⅠ ビ ル マ

ビルマの新生代層は, 東は ShanPlateau,西は Arakan山脈によっては さまれた Irra-

waddy河にそって, 南北に ベル ト状に 発達 していて, 哨乳煩化石は Eoceneと Pliocene-

Pleistoceneの地層から知 られている｡また,middlePleistocene以後に形成 さjlLた段丘層の

発達がいちじるしく,晴乳類化石,旧石器時代の遺物を多 くふ くんでおり,研究上 とくに興味

が もたれている｡ビルマでのこの分野の研究は,質的には1937-38年の TheAmericanSoutl1-

eastAsiaticExpeditionによってあげられた成果が中心になっているO 今後の研究の進展が
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のぞまれる｡

1. 初期の研究

ビルマは1886年の第三次英緬戦争ののち,イギリス領イン ドの属領の一部とみなされるよう

になった｡ ビルマには, 独自の地質調査 機関は 開設されず, 池質学, 古生物学的 研究は,

TheGeologicalSurveyoflndiaの活動の一部としてなされていた｡

ビルマから晴乳類化石が最初に報告されたのは1828年であるO ビルマは,1824-26年の第一

次英緬戦争によって,Tenaserium,Arakanの両地方をイギ リスにゆず り,上 ビルマの Ava

にイギ ])ス駐在官の駐在を承認 した｡ これにもとづいて RoyalSocietyの J.Crawfurdが

Avaへ使節 として派遣されたとき,Avaの近 くでゾウその他の仲間の化石をみつけた0191)こ

れ らがイギ リスに送られて,Londonの TheHantherianMuseum oftheRoyalCollegeof

Surgeonの Conservator,W.Cliftによって記載,報告された｡158)

H.Falconerはイン ドに来る前年に,これらのコレクションを見,さらに Cliftの報告を読

んで,熱帯地方の古生物学にひじような興味をいだ くようになったといわれる｡44)1830年にイ

ン ドに渡った Falconerは,TheMuseum oftheAsiaticSocietyofBengalに保管されて

いた,やはり Avaの近 くで発見されたという脊椎動物化石について,1831年に簡単な報告を

出した｡168)

19世紀の前半に,すでに上 ビルマから哨乳類化石が産出することが知 られていたが,その後

紘,断片的な報告 しか出なかった｡そのなかでは,1915年の A.S.Woodwardの報告は,北

ビルマ Mogokの石灰岩洞窟堆積物から発見された晴乳類化石についての ものであって200),

興味がもたれていた｡古生代の石灰岩が,ビルマ北部から四川,雲南などの中国南部,北ベ ト

ナムに分布 しており,それらの石灰岩洞窟堆積物のなかから,晴乳類化石が発見されているか

らである｡Mogokの洞窟は,1937年にアメリカの探検隊によって発掘されている｡166)

1922年に,TheGeologicalSurveyoflndiaの LD.Stampが,Irrawaddy河に沿う新

生代層の 発達史について, そのアウ トラインを まとめた 研究を 発表 した｡193) 第三紀 以後の

IrrawaddySeriesの発達を,Irrawaddy河のはこぶ土砂が,上 ビルマから下 ビルマに順次う

めたててゆ く過程 と解釈 し, 化石の産出する層準を, 層序学的に明確にした｡ この研究は,

G.E.Pilgrim を中心にした同調査所の SiwaliksSeriesの研究が基礎になっている｡晴乳類

化石は,EoceneとPliocene-Pleistoceneの地層から得 られている｡ビルマの Eoceneの化石

紘,東南アジアでは,もっとも古い時代の晴乳類化石である｡192)

2. アメリカがのり出す

1920年代に入って,ビルマの地質学,古生物学的研究は,アメリカが送 り出した探検隊がす

すめていった｡1923年に,AmericanMuseum ofNaturalHistoryは,B.Brownを晴乳類
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化石収集の目的でビルマに派遣 し152',Brownが集めた輔乳類化石は,1938年になって E.H.

Colbertによって報告された｡159) Colbertは1935年に, Brownがイン ドで集めた化石資料を

整理 して,記載 している｡15-21'Colbertの報告が出たのとおなじ1938年に,deTerraを隊長

にした探検隊が ビルマに派遣 されて, この隊が, おもに Pleistoceneの哨乳類化石を 収集 し

たol70) この化石 も,Colbertによって1943年に報告されている｡160' ビルマの新生代嘱乳動物

相は,イン ドの Siwaliksの動物相と関係がきわめて深いと考えられ, Colbertは,両地域の

噛乳動物相を次表のように対比 している｡(表4)

表4 ビルマの動物群とその移入経路 (Colbert原図,1943)
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3. MioceneMan をめぐって

20世紀のはじめころ, ビルマの石器 時代人をめぐって 興味ある論争が もちあがっていた｡

1894年に,TheGeologicalSurl-eyOflndiaの F.Noetlingが上 ビルマの Yenangyaungで

upperMioceneないし Plioceneのものと考えられる地層から, chipped(?)flints(註,原

文のまま)を発見 したという報告を出した｡182〕Noetlingによると, これらの石器は Miocene
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の晒乳類化石といっしょに発見されたというのである｡

Falconerは, イン ドの, 今では middlePleistoceneのものと考えられている晴乳動物相

を研究 して,これを Mioceneのものと考えた｡45,168) この ‥Miocene‥の動物群のなかに,現

生型に近い晴乳類 もふ くまれているところから,古代のヒトも,あるいはこの時代に,すでに

生活 していたかも知れないと彼は考えていた｡44)たまたまど′レマで "Miocene"の動物化石 と

いっしょに石器類が 発見されて,Mioceneのビルマに古代の ヒトが住んでいたであろう,と

考えられた.ように思えるのである｡

Noetlingの見解を支持する意見, 反対する意見が数多 く出されたが186,188,19り 95),1930年代

に入って,T.0.Morrisが議論に終止符をうった｡173-177) 彼は Yenangyaungを調査 して,

Noetlingがみつけた石器は 新石器時代のものであって, これらが Irrawaddy河ぞいに,育

い時代の動物化石といっしょに再堆積 したのであろうという結論をくだした｡ Morrisはさら

に,Irrawaddy 流域にみられる段丘を, 現在の河床面からの比高によって 5両に識別し,普

た,段丘堆積物のなかから, 製作技術の未熟な石器を発見した｡ これらが1935年に発表され

た｡174) この年は,H.deTerraが TheYale-CambridgelndiaExpeditionで,Punjab秤

近を地質学 と先史学の境界領域をねらって調査 した年である｡ また,Morrisの研究内容は,

deTerraがSoan渓谷でおこなった第四紀層の研究に近い性質のものであったから,deTerra

の興味はビルマにひきつけられていった｡

4. ‥EarlyMan‥のシソポジアム

1930年代は,ヒトの進化についての研究史上,とくに重要な時期である｡1920年代に,すで

に発見されていた CromagnonMan,NeanderthalMan,‥PilhecanlhroPus‥の化石につづい

て,Ausiralopithecus,HSinanlhroPus"の化石が発見された｡ "Sinanihropus‥が発見された

北京近郊の周口店では,CenozoicResearchLaboratory が中心になって発掘をつづけ,南ア

フ1)カでは WitwarterslandUniversity が Ausiralopilhecus の仲間の発掘に力を入れてお

り,1930年代に,つぎつぎとヒトの祖先の化石が発見されていった｡また,それらヒトの祖先
のつくりあげた旧石器文化の資料も数多 く得 られるようになってきた0

1937年に,アメリカの TheAcademyofNaturalSciencesofPhiladelphiaが中心になっ

て,つぎつぎと集められた 原始人に関する資料を整理 し, ヒトの進化の問題を討論する The

InternationalSymposium onEarlyManを Philadelphiaで開いた｡このシソポジアムでは

世界の各地で化石人類の研究をしている人叛学者,考古学老だけでなく,地質学,植物学,古

生物学などの分野の研究者 も,原始人 とその文化をめぐる問題についての討論に加わった｡北

京での "Sinanthropus"とその文化, ジャバの新たな "Pilhecanlhropus"の発見が報告され,

deTerraは北イン ドの SoanCultureについて発表 した｡31)ヒトの祖先をめぐる問題に関 し

て,東南アジアは急速に注目を集めるところとなったのである｡北中国,北イン ド,ジャバか
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ら middlePleistoceneのヒトの祖先 とその文化が知 られているから,それ ら三つの地域にか

こまれた中間の空自地帯か らも,資料を追加することがいそがれなければならないと考えられ

た｡167)

5. deTerraの探検隊

Morrisの報告は,それに火をつけるかたちとなった｡このシソポジアムで,deTerraが中

心になってビルマへの調査隊の派遣について検討 し, これが実現されて, 1937-38年の Tlle

AmericanSoutheastAsiaticExpeditionforCenozoicGeologyandEarlyManの成立 と

なったのである｡166) deTerraを隊長に,HarvardUniversityの先史考古学者 H.LMovius,

Jrり北京の CenozoicResearchLaboratoryの P.TeilharddeChardinを隊員に加えた調

査隊は, ビルマとジャバで調査をおこなった｡

ビルマでは Morrisの協力を得て,Irrawaddy河にそう段丘の調査から,Soan渓谷の場合

とおなじように, 段丘を 5両に識別 した｡164) とくに上 ビルマでは, これら段丘堆積物から旧

石器文化に属する石器が 数多 く発見されたol78) 段丘堆積物の地質学的 解析によって,段丘の

形成された時期が確立され,それぞれの段丘から発見された石器類が,時代とともにどのよう

に変容 していったのかが考察された｡この石器を研究 した Movius,Jr.紘,この文化に,ビル

マ語の上 ビルマを意味する 云n-ya-th豆をとって AnyathianCultureと名づけた｡178)

ビルマでの調査のあとジャバに渡った Movius,Jr.汰,その前年に G.H.良.～,onKoenigs-

waldが中部ジャバの Patjitan付近で発見した旧石器煩を研究 している0179)

6.第二次大戦後の研究

第二次 世界戦争ののち, ビルマでは 研究 体制の再編成が おこなわれて, 地質学の 研究は

RangoonUniversityと People'sOillndustryが中心になっておこなっている｡People'sOil

lndustryの UÅungKhinは, それまで模式的に考えられていた Irrawaddy河沿いの第三

紀層の発達を,Himalaya造山運動 との関連のうえにとらえなおしている｡196,197)

古 脊椎動物学の研究は,あまりおこなわれていない｡
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